
情報活用能力系統表（高学年）　【R８年度】

A　知識及び B　思考力、判断力、表現力 C　学びに向かう力・人間性等
（ｱ）目的に応じてICT機器を選択して情報を集め
る

（ｱ）目的に応じて、見付けた情報や整理した情報
を比較したり、分類したりする

（ｱ）電子メール・掲示板・SNS等の特性を理解
し、適切に利用しようとする態度

（ｲ）電子メールで情報を集める
（ｲ）問題の解決に必要な情報を、視点を定めて整
理したり、多面的に検討したりする

（ｲ）適切な情報モラルを身に付け、情報に対する
責任について考え行動しようとする態度

（ｳ）辞典や新聞記事等の多様なメディアから情報
を集める

（ｳ）他人の情報を大切にし、適切に取り扱おうと
する態度

（ｴ）使用するICTの特性を生かしながら情報を集
める

（ｴ）引用したり、実例を挙げたりして、根拠や理
由を示してまとめる

（ｴ）身の回りの情報機器を、問題の解決や意図、
目的に応じて適切に利用しようとする

（ｵ）複数の資料から、目的に応じて特定の情報を
見付ける

（ｵ）グラフや表を引用してまとめる
（ｵ）情報技術のよさや価値を社会や自らの将来に
関連付けて考える

（ｶ）問題解決の手順を論理的に組み立てることの
よさが分かる　

（ｶ）考えと根拠を区別してまとめる

（ｷ）収集した情報を、種類や内容に応じた適切な
方法で蓄積する

（ｷ）相手の状況に応じて、表現方法を工夫する

（ｸ）体験を通して、プログラムの働きやよさ、情
報技術が社会を支えていることに気付く

（ｹ）情報通信ネットワーク利用上のルールやマ
ナーが分かる

【考えるための技法】

（ｳ）収集した情報を比較したり、分類したり、関
連付けたりして、活用しやすいように情報を整理
する

（ｸ）意図する一連の活動を実現するため、動きの組み
合わせや意図した活動に近付く改善策を考える


